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第５編 地域別計画（東部地域） 

 

 東部地域 

 

東部地域のデータ  

地域範囲 

菊野台１～３丁目，東つつじケ丘１～３丁目 

西つつじケ丘１～４丁目，入間町１～３丁目 

仙川町１～３丁目，緑ケ丘１～２丁目 

若葉町１～３丁目 

地域人口 ６０，０６３人 （令和５年１月１日現在） 

地域世帯 ３２，１１６世帯（令和５年１月１日現在） 

 

東部地域の現状と課題  

○ 東部地域は，都心に近い交通の利便性と仙川や野川の水辺環境に加え，農地や崖線の緑に恵まれたうる
おいのある都市環境を有する地域です。 

○ 桐朋学園や白百合女子大学，武者小路実篤記念館やせんがわ劇場などの教育文化施設が立地するほか，
仙川商店街をはじめ商業施設の集積度も高く，にぎわいと文化芸術を身近に感じられるまちづくりが進ん
でいます。さらに，スマート農業・ドローン・ｅスポーツなど様々な分野の先端技術を実証・体感できる
施設がＮＴＴ研修センタ内にオープンし，様々な分野におけるＩＣＴを活用した新たな共創や地域・産業
のＤＸ化，創業支援など，地域課題の解決に向けた市や民間事業者等との連携が期待されます。 

○ 令和３年４月に，踏切道改良促進法に基づき，仙川駅から国領駅間の５箇所の踏切が改良すべき踏切道
の指定を受けたことから，国や東京都，鉄道事業者との協議，調整を図りながら，仙川駅から国領駅間に
おける連続立体交差事業を促進し，東部地区における交通環境の改善に取り組んでいく必要があります。 

○ 市民意識調査では，「緑の保全や自然環境」に加え，「市内の公共交通機関」「日常の買物の便利さ」に対
する満足度が高く，生活面での利便性が評価されています。 
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第５編 地域別計画（東部地域） 

 

 

 

 

東部地域におけるまちづくりの方向  

◆東部地区における交通環境の改善と沿線まちづくりの推進 
つつじヶ丘駅・柴崎駅周辺における開かずの踏切の解消に向け，国や東京都をはじめ，関係機関との協

議・調整を図りながら，当該区間における連続立体交差事業を促進し，駅周辺における利便性向上や歩行
者，自転車の安全確保など，交通環境の改善に取り組みます。併せて，地域住民とまちづくりの将来像を
共有しながら，沿線まちづくりを推進します。 

◆神代出張所の機能移転・跡地活用の検討 
神代出張所における老朽化や狭あい化，バリアフリー化などの課題への対応として，つつじヶ丘駅周辺

への機能移転の検討を進めていきます。併せて，神代出張所の機能移転後の跡地活用について，民間活力
の活用をはじめとする市の公共施設マネジメントに関する基本的な方針などを踏まえ検討していきます。 

◆地域ゆかりの文化を生かした事業の展開 
郷土の歴史・文化遺産と武者小路実篤の文学・芸術活動等について，資料の調査・研究・収集・保存を

進めるとともに，展示や講座・講演会を開催して普及・啓発に努めます。 

◆第四中学校・若葉小学校・図書館若葉分館の一体整備 
  学校施設の老朽化及び不足教室への対応，施設機能の集約・複合化や民間活力活用をはじめとする市の
公共施設マネジメントに関する基本的な方針への対応として，第四中学校及び若葉小学校，図書館若葉分
館の一体整備を進めます。 

緑ケ丘小学校

緑ケ丘児童館・学童クラブ

白百合女子
大学

東部ふれあいの家
第八中学校

桐朋学園

都立神代高校武者小路
実篤記念館

実篤公園

東部公民館
東部保育園
東部児童館
・学童クラブ

地域包括支援センター仙川

金子地域福祉センター

図書館若葉分館
若葉小学校

第四中学校

わかば
学童クラブ

調和小学校室内プール
図書館調和分館
調和小学校学童クラブ

調和小学校

大町防災備蓄倉庫

大町スポーツ施設

おおまち第１・第２
学童クラブ
大町ふれあいの家

第七中学校はしうち教室
太陽の子

地域包括支援センター
至誠しばさき

菊野台地域福祉センター

神代保育園
図書館神代分館

地域包括支援
センターつつじケ丘

せんがわ劇場
仙川ふれあいの家
仙川保育園（公私連携型保育所）

入間地域福祉センター
希望の家分場

特別養護老人ホーム
仙川くぬぎ園

地区計画制度を活用
したまちづくり

緑ケ丘地域福祉センター

地区計画制度を活用
したまちづくり

地区計画制度を活用
したまちづくり

入間町1丁目緑地

あおば学童クラブ 若葉町第３緑地

若葉町第１・第２緑地

金子保育園

緑ケ丘テニスコート

都市計画道路
調布3・4・９号線の整備

都市計画道路
調布3・4・８号線
１１号線の整備

都市計画道路
調布3・4・21号線の

整備

滝坂小学校

神代出張所
つつじケ丘児童館
・学童クラブ

東部地区における交通
環境の改善の取組

神代出張所の機能移転・
跡地活用の検討

第四中学校・若葉小学校・
図書館若葉分館
の一体整備

図書館緑ケ丘分館

N TTe-cityLaboと
連携した共創の取組

仙川汚水中継ポンプ場下水道管路新設による仙川汚
水中継ポンプ場の自然流下化

「この地形図は，東京都知事の承認を受けて，東京都縮尺 1/2500地形図を使用して作成したものである。」 
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第５編 地域別計画（北部地域） 

 

 北部地域 

 

北部地域のデータ  

地域範囲 

佐須町１～５丁目，柴崎１～２丁目 

調布ケ丘３～４丁目，深大寺元町１～５丁目 

深大寺北町１～７丁目，深大寺東町１～８丁目 

深大寺南町１～５丁目 

地域人口 ５０，３９１人 （令和５年１月１日現在） 

地域世帯 ２３，０３４世帯（令和５年１月１日現在） 

 

北部地域の現状と課題  

○ 北部地域は，深大寺周辺の武蔵野段丘と崖線により，自然の樹林が広がる緑豊かな住宅市街地が形成
された地域です。深大寺・佐須地域においては，都市農地や用水路，国分寺崖線の緑や湧水等の水辺が
おりなす景観により，市内で数少ない武蔵野の面影を残しています。また，都立神代植物公園などの広
大な緑地が市民や訪れる方の憩いの場となっています。 

○ 平成２５年４月にふじみ衛生組合（構成市：調布市・三鷹市）を事業主体としたごみ処理施設（クリ
ーンプラザふじみ）が本稼働しました。また，平成３１年４月に新クリーンセンターが本稼働し，ごみ
減量と資源化の取組について，一層の推進を図っています。 

○ 令和４年４月，クリーンセンター跡地に，公民連携事業による公共・商業の複合施設「ブランチ調布」
が開業し，市は同施設内に老人憩の家及び集会室機能を備えたふじみ交流プラザを開設しました。  

○ 市役所や鉄道駅から比較的離れた地域であり，バスなどの公共交通の充実や公共施設の配置など，地
域の利便性向上が課題となっています。地域住民及び各関係機関との協議を踏まえ，令和４年１月から
ワゴン車を活用した沿線地域を中心とする巡回公共交通の実証実験を実施しました。今後も利用者ニー
ズを把握しながら，対象地域の交通利便性の向上と交通不便地域の解消につなげていく必要があります。 

○ 市民意識調査では，「緑の保全や自然環境」，「公園や遊び場」について他の地域と比べて満足度が高く，
深大寺や都立神代植物公園，崖線の緑などの自然環境が高く評価されています。一方，「市内の公共交通
機関」や「日常の買物の便利さ」など，生活面での満足度が低く，利便性の向上が求められています。 
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第５編 地域別計画（北部地域） 

 

 

 

 

北部地域におけるまちづくりの方向  

◆豊かな自然環境の保全 
 緑や河川，湧水などの恵まれた自然環境を生かし，残された武蔵野の自然や歴史にふさわしい景観を創
出するとともに，武蔵野の面影を次世代に継承するため，多様な主体との連携・協力による崖線樹林地等
の保全に取り組みます。深大寺元町特別緑地保全地区における保全管理計画を策定し，取組を推進します。 

◆ごみ処理施設周辺のまちづくり 
北部地域における市民サービスの充実や市民活動の発展促進など，総合的な観点からまちづくりを推進

するため，クリーンセンターの移転後の跡地に公民連携事業により「ブランチ調布」が開業しました。当
該施設を有効活用し，地域住民との連携・協働による北部地域における多世代交流や市域を越えたコミュ
ニティ活動の発展のほか，高齢者の健康増進に向けた拠点となるよう運営していきます。併せて，クリー
ンプラザふじみを拠点としたイベントや花いっぱい運動など，地域の参加と協働による取組の推進ととも
に，地域の防災・防犯活動の支援や道路の安全対策，公共交通の利便性向上に向けた検討など，地域の課
題解決を図るため，地域と共に取り組みます。 

◆深大寺地区のまちづくり 
深大寺地区周辺の街なみ 

景観の維持，向上を図るた 
め，地域と連携を図りなが 
ら，地区住民による街づく 
り協定の円滑な運用を支援 
し，調布市深大寺地区街な 
み整備基本計画に基づき， 
武蔵野の自然と歴史・文化 
を継承する街なみ景観づく 
りに向け，街なみ環境整備 
事業を推進します。 

◆深大寺・佐須地域の 
 環境資源の保全・活用 
調布市の貴重な地域環境 

資源である深大寺・佐須地 
域の里山・水辺環境につい 
ては，市民との協働により， 
雑木林の保全や田園風景の 
保全などを推進するととも 
に，都市農地の維持・保全 
に向け，地権者との合意形 
成を図りながら，良好な地 
域環境の維持・保全・活用 
に向けた取組を進めます。 

◆地域資源を活用した 
 深大寺老人憩の家跡地 
の利用 
深大寺老人憩の家の移転 

後の跡地について，地域資 
源を活用した観光振興・地 
域活性化に向けた取組を検 
討，推進していきます。 

 

「この地形図は，東京都知事の承認を受けて，東京都縮尺 1/2500地形図を使用して作成したものである。」 
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第５編 地域別計画（南部地域） 

 

 南部地域 

 

南部地域のデータ  

地域範囲 

小島町１～３丁目，布田１～６丁目 

国領町１～８丁目，染地１～３丁目 

多摩川３～７丁目，調布ケ丘１～２丁目 

八雲台１～２丁目 

地域人口 ８5，８８５人 （令和５年１月１日現在） 

地域世帯 ４５，９０７世帯（令和５年１月１日現在） 

 

南部地域の現状と課題  

○ 南部地域は，京王線調布駅を含む４駅が中心市街地を形成しています。公共公益施設や商業・業務施設
など，まちの主要な都市機能が集積している地域でもあります。 

○ 平成２４年８月に京王線の地下化が実現したことにより，道路交通の円滑化や歩行者・自転車の安全性
の向上，鉄道により分断されていた市街地の南北一体化など，市の都市構造が大きな変貌を遂げました。
また，調布駅周辺では，平成２９年９月にシネマコンプレックスを含む３館の複合商業施設「トリエ京王
調布」がオープンし，市内外から多くの方が調布のまちを訪れ，新たなにぎわいが創出されています。 

○ 調布駅周辺地区については，魅力ある中心市街地の形成に向けて，都市機能の集積を図る必要がありま
す。特に，調布駅南口中央地区においては，商業・業務地区にふさわしい市街地整備を推進するため，住
民発意のまちづくりの検討が進められています。 

○ 令和元年台風第１９号において，６,０００人以上の方が避難所に避難するとともに，２００軒を超える
家屋が浸水被害等を受けた経験や教訓を生かし，近隣市と連携した浸水対策を着実に実施する必要があり
ます。 

○ 市民意識調査では，「交通機関」，「日常の買物の便利さ」，「公民館や図書館」に対する満足度が高く，生
活面での利便性の良さが評価されています。 
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第５編 地域別計画（南部地域） 

 

南部地域におけるまちづくりの方向  

◆魅力的な駅前広場の整備と鉄道敷地の活用による都市空間の創出 
交通結節点としての機能の充実を図るとともに，にぎわいや交流，うるおい，やすらぎを生み出す都

市空間として，交流機能や景観形成機能を兼ね備えた調布駅前広場及び，調布・布田・国領３駅の駅前
広場と各駅をつなぐ鉄道敷地の整備完了に向けた取組を進めます。 

◆魅力ある中心市街地の形成 
商業・業務機能や生活機能がバランスよく整えられた良好な市街地の形成を図るため，土地の有効・

高度利用と公園や道路等の整備に向けて，地区計画制度の活用や，市街地再開発事業，土地区画整理事
業などの面的整備手法を活用したまちづくりを進めます。 

◆調布駅周辺の大型公共施設の整備 
調布駅周辺の大型公共施設である総合福祉センターについては，地域共生社会を充実するための総合

的な福祉の拠点として，利用者や関係団体等の意見を踏まえながら，京王多摩川駅周辺のまちづくりに
おける駅前複合拠点地区への移転を進めていきます。また，グリーンホールについては，市民による文
化芸術活動の拠点を継承するため，利用者等の意見も踏まえつつ，現敷地での更新に向けた取組を進め
ます。 

◆水害に強いまちづくりの推進 
  令和元年台風第１９号に伴う浸水被害を受けた染地地域をはじめとした被害の軽減に向けて，突発的
な豪雨にも対処できる河川・水路環境の整備や，国，東京都，近隣自治体との連携による都市型水害対
策を推進します。 
頻発・激甚化する水災害に備えて，避難行動によって危険を回避することを基本としながら，多摩川

の河道掘削の促進等について国へ働きかけるとともに，近隣市と連携して内水氾濫の軽減に向けた取組
を進めるなど，防災・減災まちづくりを推進します。 

 ◆都有地を活用した子育て・福祉機能の整備 
公私連携型保育所制度を活用した公立保育園の民営化と合わせた移転・更新に加え，認知症の方の住

まいや医療・介護ニーズに 24 時間対応できる地域密着型サービス等の整備について，東京都をはじめ
とする関係機関との協議・調整を行いながら，都有地を活用した取組を検討・推進します。 

 
「この地形図は，東京都知事の承認を受けて，東京都縮尺 1/2500地形図を使用して作成したものである。」 
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第５編 地域別計画（西部地域） 

 

 西部地域 

 

西部地域のデータ  

地域範囲 

飛田給１～３丁目，上石原１～３丁目 

富士見町１～４丁目，下石原１～３丁目 

多摩川１～２丁目，野水１～２丁目，西町 

地域人口 ４２，１６５人 （令和５年１月１日現在） 

地域世帯 ２１，５２８世帯（令和５年１月１日現在） 

 

西部地域の現状と課題  

○ 西部地域は，北側に味の素スタジアム，武蔵野の森総合スポーツプラザ，武蔵野の森公園，調布基地跡
地，野川公園など文化・交流の拠点が集積しており，南側には多摩川の豊かな自然環境を有する地域です。
調布基地跡地は，土地利用計画に基づく施設整備により，様々な福祉施設，スポーツ施設等が広域的な交
流拠点としての役割を担っています。 

○ 東京スタジアム（味の素スタジアム）と武蔵野の森総合スポーツプラザ及び武蔵野の森公園では，世界
最大級のスポーツイベントであるラグビーワールドカップ２０１９日本大会及び東京２０２０オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会が開催されました。競技会場を含むエリアについては，大会開催を象徴する
場所として「武蔵野の森オリンピック・パラリンピックパーク」と名付けられ，大会の感動と記憶を後世
に永く伝えられることになりました。 

○ 京王線の駅周辺では，地域住民の日常生活の利便性の向上や地域の特性を生かしたまちづくりを進めて
います。公共交通の更なる利便性の向上については，バス事業者と協議し，調布市ミニバス（コミュニテ
ィバス）西路線の維持・充実を図るとともに，シェアサイクルの活用を促進します。 

○ ＮＥＸＣＯ中日本株式会社による中央自動車道の耐震補強等に伴い，西調布体育館や西部ふれあいの家
をはじめとする公共施設の移転（更新）等が求められており，市民や利用団体の施設利用に最大限配慮し
ながら，取組を進める必要があります。 

○ 市民意識調査では，「道路整備」に対する満足度が他の地域と比べて高く，身近な都市基盤整備の着実な
進行により，地域の市民の利便性の向上につながっています。 
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第５編 地域別計画（西部地域） 

 

西部地域におけるまちづくりの方向  

◆ラグビーワールドカップ２０１９及び東京２０２０大会のレガシーの継承・発展 
武蔵野の森総合スポーツプラザや味の素スタジアム，また，味の素スタジアム内に整備された東京都パ

ラスポーツトレーニングセンターをはじめとするスポーツ施設を活用し，障害者スポーツを含むスポーツ
振興を図るとともに，スポーツ振興を通じた地域の活性化を図ります。 

◆第七機動隊跡地を活用した公共施設機能の移転・更新 
公私連携型保育所制度を活用した公立保育園の民営化と合わせた移転・更新に加え，図書館機能の移転・

更新について，国をはじめとする関係機関との協議・調整を行いながら，取組を検討・推進します。 

◆調布基地跡地（留保地）の活用に関する取組 
調布基地跡地の留保地（国有地） 

の活用については，既存の利用計 
画策定以降の周辺地域における施 
設整備等の状況の変化や民間活力 
の活用をはじめとする市の公共施 
設マネジメントに関する基本的な 
方針などを踏まえ，多角的な視点 
から検討・整理し，国との協議・ 
調整を行います。 

◆駅周辺の整備 
西調布駅周辺では，駅南側の都 

市計画道路の整備により，交通結 
節機能の向上を図るとともに，地 
区の特性に応じたまちづくりを推 
進します。 

◆緑地・公園の整備と歴史的 
文化財との一体的な活用 
布田崖線に位置する若宮自然広 

場及び凸凹山児童公園の整備を進 
めます。あわせて，国登録有形文 
化財（建造物）である真木家住宅 
のある隣接地を含めた一体的な活 
用を検討していきます。 

「この地形図は，東京都知事の承認を受けて，東京都縮尺 1/2500地形図を使用して作成したものである。」 

 

293



 

 

 

294


